
 

第１学年 道徳指導案 

 

日 時  平成２３年１１月１４日（月）４校時 

学 級  １年Ａ組（男子１４名、女子１５名 計２９名） 

場 所  １年Ａ組教室 

授業者  教諭 佐藤 渉 

 

１ 主題名  「校風の樹立」 ４－（７） 

 

２ 資料名  「合唱のＮ中」 （自作資料） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする価値について 

内容項目４－（７）は、「学級や学校の一員としての自覚をもち、教師や学校の人々に敬愛の念を深

め、協力してよりよい校風を樹立する。」である。学級や学校にあっては、生徒一人一人がその役割と

責任を果たすことや、教師や学校の人々によって、学級や学校で様々な指導を受けたり支えられたりし

ながら、人間関係を深め、協力して生活することを通して尊敬や感謝の気持ちがはぐくまれる。また、

学校には、それぞれ独自の校風があるが、それは先輩たちの長年にわたる努力によって培われたもので

あり、後輩たちがそれを継承し、更に協力し合って、よりよい校風へと発展させてきたのである。 

中学生にとって、自分の学級、自分たちの学校という愛着や誇りをもつことは大切なことである。し

かし、自分の学級や学校への関心やよりよい学級づくりへの意欲は、必ずしも十分とはいえない。更に、

学級や学校における状況を見ると、教師や学校の人々への敬愛の情が厚いとは言い難い。そこで、人間

としての成長を促すために学校の人々に目を向け、感謝や尊敬の気持ちをもてるようにする必要がある。 

学級担任や各教科の教師のもとに、授業やいろいろな活動に意欲的に取り組むには、生徒同士や生徒

と教師が、互いに信頼関係をもち、敬愛の念を深める態度を育てることが大切である。そのことによっ

て、よりよい学級や学校生活への土台が築かれる。このような思いを生徒にもたせるためには、伝統に

接する機会を増やしたり、生徒同士や生徒と教師が、人間関係を深めたりする様々な体験を通して学校

に対する愛着やよりよい校風の樹立と発展に努める態度を育てるよう援助する必要がある。 

 

（２）生徒の実態について 

    服装やベル席、忘れ物、家庭学習など決められたことを守る生徒が多く、規範意識の高い集団である。

自分の考えに自信を持てずにいるため、授業中も積極的に発言をすることが少ない。自分の考えをしっ

かり持たせ、自分の考えをまとめる時間を設定することで意欲的に授業へ参加させることができると考

えた。 

    部活動や学習では、より高い目標の実現に向け、努力していこうとする気持ちは高いものの、集団の 

一人として所属する集団をみんなで高めていこうとする意識はまだ育っていない。しかし、入学からの 

様々な行事や文化祭での活動の中で、学級の目標に向かい互いに讃えあったり、励まし合ったりする場 

面が見られるようになるなど、集団で行動する意義や喜びを感じ始めている。 

 

 

 

 



（３）指導の構想 

          「希望をもって生きる、伝統文化の尊重や発展に尽くした先人の働き、集団への協力」などの音楽科

をはじめ、国語科、社会科、体育科などの教科指導と関連させながら培ってきた道徳的価値を、合唱活

動を通して道徳的実践に結びつけたい。 

       そのために、音楽科では、３年生から発声を学ぶ合同授業を、生徒会では、学年合唱交流会を、そし

て、文化祭前には学年別に学級合唱交流会や運動会時に組織した色組団での縦割合唱交流会などを計画

的に実践してきている。 

          特に、文化祭合唱コンクールに向けて取り組んだ経験は、内在化されていた道徳的価値を道徳的実践

として発揮させるものであった。文化祭後には、合唱の取り組みで得たものや協力するときに大切なこ

と、クラスで頑張っていた人などについて反省を行ってきた。 

本時は、文化祭で経験した道徳的価値の補充・統合を図るとともに、卒業式や入学式、さらには上級 

生として校風を守るという価値へ深化させるためのスタートとして位置づけられている。 

 

【教育活動と道徳の関連（本時を要として位置づけた指導構想図）】 

段階 時期 意識の流れ 教 科 日常活動 行 事 学級活動 

事 

前 

の 

学 

習 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 

後 

の 

学 

習 

４月 

 

 

 

７月 

 

９月 

 

１０月 

 

 

 

１１月 

 

 

 

１月 

 

2月 

 

 

３月 

 

4月 

・桜町中学校の合唱

は素晴らしい。 

・合唱を頑張ろう。 

・みんなで取り組む

ことが大切だ。 

【音楽】合同授業 

【社会】日本の伝統 

【国語】古典・伝記 

【体育】運動会練習 

 

【音楽】合同授業など 

 

 

 

 

【音楽】合唱曲・指揮

者・伴奏者指導 

 

 

 

 

 

 

【音楽】卒業式・入学

式に向けた指導 

【合唱タイム】帰りの会合唱 

【運動会組団練習】応援

やダンスの練習 

 

【文化祭自由曲決め】 

学級にふさわしい選曲 

 

 

 

 

【放課後練習】指揮者や

パートリーダーを中心

とした学級練習 

 

 

 

 

 

【卒業式実行委員会】 

パートリーダーを中心

とした１，２年合同練習 

【リーダー会議】実行委

員会が集まり活動反省 

 

 

【入学式練習】卒業式で

培った力を発揮する 

 

 

 

 

【合唱集会】１学期学

級学年合唱発表 

 

 

 

 

 

【合唱交流会】運動会組

団での発表会 

【文化祭】壁新聞・合

唱コンクール 

 

 

 

 

 

 

 

【卒業式】最後の授業

で感謝と誓いを発表 

 

 

【入学式】新入生に合

唱でエールを送る 

【運動会の意義】集団で

の個人の役割 

 

【文化祭の意義】 

文化祭の目的を理解し学級

の目標を決める 

 

 

 

 

 

【文化祭反省・ＤＶＤ】文

化祭反省・合唱部募集開始 

 

 

 

 

 

【卒業式の意義】３年生への感

謝の気持ちを伝統の合唱で表

す 

 

 

・文化祭の合唱を頑

張ろう。 

・学級の一員として

自分ができること

は何だろうか。 

・きれいな歌声を響

かせたい。 

・伝統継承は大切。 

・学校の一員として

自分ができること

は何だろうか。 

・卒業する先輩達の

ために自分達にで

きることは何か。 

・卒業式の合唱を頑

張ることが先輩へ

の感謝の表れだ。 

・去年自分達が感じ

た感動を新入生に

も与えたい 

・上級生として頑張

っていきたい 

 

【道徳の時間】主題：集団生活の向上 ４－（４）資料「合唱コンクール」（東京書籍） 

→集団の一員としての役割に気づき、集団生活の向上に努めようと考えることができる。 

 

【道徳の時間】主題：校風の樹立 ４－（７）資料「合唱のＮ中」（自作資料） 

→所属する集団の一員であることに気づき、集団の中での自己の生き方を考えることができる。 



４ 本時の指導 

 （１）ねらい 

    所属する集団の一員であることに気づき、集団の一人として生き方を考えることができる。 

 

 （２）評価規準 

    リサの決断を考えることにより、学校や地域の一人としての生き方を考えることができる。 

 

 （３）資料について 

    資料①について 

合唱の盛んなＮ中に入学したリサは、バスケットボール部と合唱部の両立を図ろうと親友のエミカ

と決心する。二学期になり、バスケットボール部のレギュラーに選ばれたリサは、バスケットボール

に専念し、技術向上を目指したい気持ちが大きくふくらんでいく。合唱部への入部を一足早く済ませ

た親友のエミカ。胸の内を母親に明かすが、娘を心配する言葉に、入部すべきかどうか、リサの葛藤

はさらに深まる。 

資料②について 

答えの見いだせないリサは、合唱部だったバスケットボール部の卒業生から、合唱部へ入部した経

緯を聞く。さらに、合唱部七期生である隣人の話を聞くうちに、気持ちはしだいに固まっていく。自

分を取り巻く、違う立場の人とのやりとりから、学校や地域の中の一人として存在する自分を自覚さ

せる資料である。  

 

 （４）本時の構想 

    本資料は、本校生徒の置かれている状況に近い設定で描かれており、生徒は主人公を自分に置き換え

て考えやすく、今後の行動に反映しやすい。しかし、その反面、道徳的価値を深化させるべき道徳が、

今後の行動を強く示唆する、誘導ととらえられる恐れもある。そのため、自分だったらどうするかとい

うような、自己に返して考えさせる発問は避け、あくまで資料の主人公の気持ちにより添って、ねらい

とする価値に迫りたい。 

また、生徒の実態から、じっくり考えさせる場面を精選して、ワークシートに記入させる授業形態を

とり、生徒一人ひとりが自分の考えを持てるように配慮する必要がある。 

導入段階では、あらかじめ調査した「桜町中学校の良さは何だと思いますか」の結果を利用して、本

時の意識づけを行う。さらに、資料①にある写真を提示し、Ｎ中の良さは合唱であることを確認して範

読につなげたい。 

展開段階では、二部構成となる資料の前半部分（資料①）の状況を紙板書で整理し、主人公リサが置

かれている状況を確認する。合唱部に入部するかどうかで葛藤しているリサが、どう決断するのかを二

択で予想させる。予想の際に書かせた簡単な決断理由を、挙手指名により発言させることで、発言しや

すい雰囲気をつくりたい。また、発言された内容が、自分のことを考えての決断なのか、友達や母親な

どの相手のことを考えてのものかを確認し、この後の主人公の心情の変化をはっきりさせたい。資料の

後半部分（資料②）を配布し、卒業生との対話、隣人のおばさんとの対話の内容を押さえる。本文から

読み取れる部分であり、友達、先輩、先生、地域の人々など多面的な関わりをしっかり押さえさせるこ

とで、中心発問へつなげたい。集団の一員として存在する自分やその中にある自己の役割を自分なりに

考えられるよう、ワークシートに記入する時間を十分に確保する。 

 

 

 

 

 



 （５）展開 

段階 時間 学習活動と主な発問（○・◎） 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

 

 

 

導

入 

１０ 

分 

１ ねらいとする道徳的価値を意識す

る。 

・桜町中の良さは何ですか 

・良さはどのようにしてできるのか考

えてみたいと思います 

 

２ 写真提示により、良さが合唱である

ことを教え「Ｎ中の合唱」資料①を範

読する。 

 

 

・合唱、部活動、勉強 

 

 

＊発言がない場合

は、事前アンケート

から抜粋して紹介。 

 

・写真の提示。 

・資料①配布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

展

開

前

段

２０ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主人公リサがおかれている状況を把

握する。 

 

 

 

４ リサの選択について考える。 

○ リサは、何を悩んでいるのですか。 

 

○ リサは、どのように決断するでしょ

うか。簡単に決断理由も書いてみよう。 

 

 

 

５ 「Ｎ中の合唱」資料②を範読する。 

 

 

 

６ リサの心情の変化について考える。 

○ ミサキ先輩はどうして苦しい練習を

続けられたのだろうか。 

・ 隣のおばさんの話を整理する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

・合唱部に入部するかどうか 

 

○合唱を頑張りたい（自分） 

○エミカとの約束（相手） 

●バスケに専念（自分） 

●母親が心配（相手） 

 

 

 

 

 

 

 

・自分を高めたかったから 

・伝統を守ろうとしたから 

・テンポよく教師主

導で進め、内容を

紙板書する。 

 

 

 

 

 

・ワークシート配布 

・自分のことや相手

のことを考えて

判断したことに

気づかせる工夫。 

 

・資料②配布。リサ

が何を考えて決

断するのか意識

づける。 

 

・シート記入。 

 

展

開

後

段

１０ 

分 

７ 「校風の樹立」について考える。 

◎ 「その言葉にハッとした」のはなぜ

でしょうか。（板書は簡潔に） 

 

・伝統の継承を喜んでいるか

ら。（学校の伝統） 

・地域の人や卒業生の思い出

がつまった合唱部だと気づ

いたから。（地域の伝統） 

 

・シート記入。 

・バスケや勉強に専

念する向上心も

大切なことを話

す。 

終

末 

１０ 

分 

８ 授業の感想を書く。 

・今日の授業の感想を書きなさい。 

 

・学校や地域の伝統も考えて

行動することが大切。 

 

 

 

５ 資料分析 

リサ＝「わたし」 

 ＊福島県郡山市合唱で有名  ＊バスケ部レギュラー 

 ＊親友（エミカ）は入部   ＊母親は両立を心配 

＊Ｎ中合唱部の七期生＊合唱発表会が楽しみ＊遠くからも来る 



主な場面 主人公の意識 学習者の意識 意識の焦点化 主な発問 

合唱の有名校に入

学。バスケの他に、

合唱部へも入部し

ようと親友と決意

する。 

・素晴らしい合唱 

を聞いて、わたし

も歌いたい。 

・合唱部のある学 

校はどこも似て 

いる。 

 

 

←入学当初の主人

公の気持ちや合

唱部の状況につ

いて把握する。 

・主人公リサの状 

況把握。 

３年生引退後、バス

ケ部のレギュラー

となり練習に打ち

込むうちに、合唱部

との両立に不安を

感じ、母親に相談。 

・レギュラーの座 

を渡したくない 

・エミカと一緒に 

頑張りたい 

・勉強も両立しな 

ければいけない 

・運動部に専念し 

た方がいい。 

・合唱部にも入っ 

て頑張った方が

いい。 

・どうしたらいい 

かわからない。 

←バスケが楽しく

なっていること、

両立には不安が

あることをとら

え合唱部へ入部

するか迷う主人

公に共感する。 

・リサは何を悩ん 

でいるのですか。 

・リサはどのよう 

に決断するで 

しょうか。（入部

する・しない） 

ミサキ先輩から合

唱の話を聞く。 

・合唱部の一員に 

なりたかった 

・合唱を守るため 

に入部した。 

・合唱を通して自 

分を高めること 

ができる。 

・合唱を守るとは 

伝統を守るとい 

うこと 

←先輩の体験談に 

耳を傾けながら 

合唱をすること

の意味を考える。 

・ミサキ先輩はど 

うして苦しい練 

習を続けられた 

のだろうか。 

隣のおばさんから

合唱を頑張ってく

れていることがう

れしいと聞く。 

・伝統を受け継ぐ 

ことに価値があ 

る。 

・苦しくても頑張れ

るのは自分たちを

見守ってくれる人

たちがいるから

だ。 

・学校にいる自分た

ちだけの問題では

ない。 

・合唱に寄せる思 

いが地域にはあ 

る 

・卒業した先輩達 

は合唱を守って

欲しいと思って

いるにちがいな

い。 

←学校よりももっ

と大きな集団の

中に伝統は息づ

いていることに

気づく。 

◎「その言葉にハッ 

としたのは、なぜ 

でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



道徳シート 

  「合唱のＮ中」           １年  組  番  氏名                 

 

 

１．リサは、どのように決断するでしょうか。簡単に決断理由も書いてみよう。 

   

 

 

２．ミサキ先輩は、どうして苦しい練習を続けられたのだろうか。（シートには書かれていない） 

 

 

 

 

 

 

 

３．わたしが、その言葉にハッとしたのはなぜでしょうか。（シートには書かれていない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．授業後の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決断（入部する・入部しない） 理由 

 



板 書 計 画  

 

合 唱 の Ｎ 中  

 

 

リ サ ＝ わ た し  

  福 島 県 郡 山 市 合 唱 で 有 名  
バ ス ケ 部 レ ギ ュ ラ ー  

  親 友 （ エ ミ カ ） は 入 部  

  母 親 は 両 立 を 心 配  

 

 

           リ サ の 選 択 は ？  

入 部 す る             入 部 し な い  

     ・ 合 唱 を 頑 張 り た い （ 自 分 ）   ・ バ ス ケ に 専 念 （ 自 分 ）  

     ・ エ ミ カ と の 約 束 （ 相 手 ）    ・ 母 親 が 心 配 （ 相 手 ）  

 

ミ サ キ 先 輩 は ど う し て 苦 し い 練 習 を 続 け ら れ た の だ ろ う か 。  

     ・ お 互 い を 高 め よ う と す る 仲 間 が い た か ら  

・ 純 粋 に 合 唱 部 の 一 員 に な り た か っ た か ら  

      

隣 の お ば さ ん  

 Ｎ 中 合 唱 部 七 期 生  

 合 唱 発 表 会 が 楽 し み  

 遠 く か ら も 来 る  

 

 

 

 

「 そ の 言 葉 に ハ ッ と し た 」  

の は な ぜ で し ょ う か 。  

 ・ 伝 統 の 継 承 を 喜 ん で い た か ら （ 学 校 の 伝 統 ）  

 ・ 地 域 の 人 や 卒 業 生 の 思 い 出 が つ ま っ た 合 唱 部 だ と 気 づ い た か ら 。 （ 地 域 の 伝 統 ）  

 



『 合 唱 の Ｎ 中 』  
 

わ た し の 住 ん

で い る 福 島 県 郡

山 市 は 、 合 唱 の

盛 ん な 地 域 で あ

り 、 そ の 中 で も

Ｎ 中 は 、 全 国 大

会 へ 何 度 も 出 場

す る 有 名 校 だ っ

た 。 そ ん な Ｎ 中

に 入 学 し た の は 、

今 年 の 春 の こ と で あ る 。 入 学 式 で 聴 い た 先

輩 方 の 歌 声 は 、 こ れ か ら 始 ま る 中 学 校 生 活

へ の エ ー ル に 思 え た 。 小 学 校 時 代 か ら 、 続

け て き た バ ス ケ 部 を 希 望 し て い る が 、 合 唱

部 も い い な と 感 じ た 。  

 

Ｎ 中 に は 合 唱 部 は な く 、 野 球 部 や テ ニ ス

部 、 吹 奏 楽 部 、 バ レ ー 部 な ど の 部 活 動 を 終

え た 生 徒 が 、 夕 方 五 時 か ら 音 楽 室 に 集 ま り 、

特 設 部 と し て 活 動 し て い る 。 合 唱 部 に 入 部

す る と い う こ と は 二 つ の 部 活 動 を こ な す こ

と に な る た め 、 下 校 時 刻 が 遅 く な り 、 自 由

な 時 間 も 持 て な く な る 。 そ ん な 合 唱 部 を 支

え る の は 、 音 楽 の 立 花 先 生 だ 。 コ ン ク ー ル

が 近 づ く 八 月 に は 、 お 盆 さ え も 休 ま ず 指 導

に 当 た っ て い た 。 立 花 先 生 の 熱 心 さ も ま た 、

合 唱 部 が 力 を 発 揮 す る 源 な の だ と 思 う 。  

一 学 期 の 終 わ り 頃 、 先 輩 た ち の 歌 う 姿 を

ビ デ オ で 見 る 機 会 が あ っ た 。 と ぎ す ま さ れ

た ソ プ ラ ノ の 高 音 で は 鳥 肌 が 立 ち 、 男 声 の

お 腹 に 響 く 重 厚 な 歌 声 に 迫 力 を 感 じ た 。 想

像 を 絶 す る 演 奏 に 、 「 す ご い 。 う ま い 。 わ た

し も あ ん な 合 唱 を し て み た い 。 」 ビ デ オ を 見

て 、 わ た し の 合 唱 部 へ の 憧 れ は 増 し た 。 授

業 を 終 え た 後 、 わ た し は 親 友 の エ ミ カ と 相

談 し 、 十 月 の 入 部 時 期 に な っ た ら 、 誰 よ り

も 早 く 入 部 届 を 出 そ う と 約 束 し た 。  

し か し 、 七 月 に な り 、 わ た し の 生 活 は 一

変 し た 。 所 属 し て い た バ ス ケ 部 の 先 輩 た ち

が 引 退 し 、 少 し ず つ 試 合 に 出 し て も ら え る

よ う に な っ た の だ 。 夏 休 み 中 も 毎 日 朝 か ら

晩 ま で 練 習 を 続 け た 。 そ の 甲 斐 あ っ て 、 わ

た し は 新 人 大 会 の レ ギ ュ ラ ー に 選 ば れ た 。

顧 問 の 先 生 に 自 分 の 名 前 を 呼 ば れ た 時 は 、

天 に も 昇 る 気 持 ち で 、 「 今 ま で き つ い 練 習 を

乗 り 越 え て き て 良 か っ た 」 と 思 っ た 瞬 間 だ

っ た 。 新 人 大 会 後 も 、 わ た し は チ ー ム の 主

力 と し て バ ス ケ ッ ト ボ ー ル に 励 ん だ 。 土 日

は 練 習 試 合 や 大 会 に 明 け 暮 れ 、 来 る 日 も 来

る 日 も 練 習 に 取 り 組 ん だ 。  

 

文 化 祭 が 終 わ っ た 十 月 、 い よ い よ 合 唱 部

の 募 集 が 始 ま っ た 。 わ た し は 、 迷 い は じ め

て い た 。 「 今 こ こ で 合 唱 部 に 入 部 す れ ば 、 レ

ギ ュ ラ ー の 座 を 誰 か に 取 ら れ て し ま う か も

し れ な い 。 も っ と 、 も っ と う ま く な っ て 活

躍 し た い 。 今 ま で の 練 習 に 、 さ ら に 合 唱 も

加 え 、 両 立 す る こ と が で き る だ ろ う か 。 」 そ

ん な こ と を 考 え な が ら 一 人 で 帰 る わ た し に 、

後 ろ か ら エ ミ カ が 話 し か け て き た 。 「 わ た し 、

昨 日 、 合 唱 部 に 入 部 届 出 し た よ 。 リ サ も 出

し た で し ょ 。 」 や る 気 に 満 ち た キ ラ キ ラ と し

た 表 情 の エ ミ カ を 見 る と 、 目 を そ ら さ ず に

は い ら れ な か っ た 。  

家 に 着 い た わ た し は 、 無 言 で 足 早 に 階 段

を か け 上 が っ た 。 い つ も と 違 う 私 の 様 子 を

み て 、 母 が 部 屋 ま で や っ て き た 。 わ た し は

母 に 合 唱 部 の こ と を 話 し て み た 。 「 あ な た に

両 立 な ん て で き る の 。 中 途 半 端 に 入 部 し た

っ て 周 り に 迷 惑 な ん じ ゃ な い の 。 そ れ に 勉

強 だ っ て 。 最 近 成 績 も 下 が り 気 味 だ し 。 こ

れ か ら ど ん ど ん 難 し く な っ て い く の よ 。 」 母

の 一 言 は 、 わ た し の 心 に 重 く の し か か っ て

き た 。  

 

 



答 え の 出 せ な い ま ま 時 間 は 過 ぎ て い っ た 。

重 い 足 取 り で 部 活 動 に 向 う わ た し の 目 に 、

ミ サ キ 先 輩 の 姿 が 飛 び こ ん で き た 。 ミ サ キ

先 輩 は 高 校 の 部 活 動 の 合 間 を ぬ っ て 、 よ く

中 学 の 練 習 に 顔 を 出 し て く れ る 先 輩 だ 。 部

活 動 が 終 わ っ た あ と で 、 合 唱 部 だ っ た ミ サ

キ 先 輩 に 、 わ た し は 思 い 切 っ て 聞 い て み た 。

「 先 輩 は ど う し て 合 唱 部 に 入 っ た の で す か 。

何 も 迷 わ な か っ た の で す か 。 」 、  

す る と 先 輩 は 、 言 っ た 。  

「 わ た し は 純 粋 に Ｎ 中 の 合 唱 部 の 一 員 に

な り た か っ た 。 わ た し は 、 た い し て 歌 が 得

意 で も な か っ た し 、 自 信 も な か っ た よ 。 で

も 、 Ｎ 中 合 唱 部 の 一 員 と し て 苦 し い 練 習 に

参 加 で き る の は 、 な ん だ か う れ し か っ た 。

だ か ら 、 が ん ば れ た の か な 。 リ サ は 、 Ｎ 中

の 合 唱 を 何 だ と 思 っ て る の 。 そ ん な 気 持 ち

で 合 唱 を 守 れ る の 。 バ ス ケ と 合 唱 ど っ ち が

大 切 か 、 な ん て 考 え て る な ら や め た 方 が い

い よ 。 」  

落 雷 の よ う な 衝 撃 だ っ た 。 『 合 唱 を 守

る ？ 』 そ の 言 葉 が 頭 か ら 離 れ な か っ た 。  

 

家 に 帰 る と 隣 の お ば さ ん が き て い た 。 「 リ

サ ち ゃ ん 、 今 年 の 合 唱 発 表 会 は い つ か し ら 。

同 窓 会 の み ん な に 教 え な く ち ゃ い け な い の

よ 。 こ う 見 え て も わ た し 、 Ｎ 中 合 唱 部 の 七

期 生 な の 。 年 に 一 度 の 発 表 会 を み ん な 楽 し

み に し て る の よ 。 遠 く か ら わ ざ わ ざ 来 る 人

も い る の だ か ら 。 去 年 は 全 国 大 会 で 久 し ぶ

り の 金 賞 を 受 賞 し た で し ょ 。 だ か ら 、 と て

も す ご か っ た じ ゃ な い の 。 来 年 も 聴 き た い

か ら 、 日 に ち が わ か っ た ら 教 え て く れ っ て

頼 ま れ て る の よ 。 」  

わ た し は 、 合 唱 発 表 会 は 、 来 週 の 日 曜 だ

と 教 え た 後 で 、 「 去 年 と 違 っ て 、 今 年 は 全 国

大 会 に い け る か ど う か は わ か り ま せ ん よ 」

と つ け 加 え た 。 す る と 、 お ば さ ん は 、 ゆ っ

く り と 話 し 始 め た 。 「 全 国 大 会 に い け る か ら 、

聴 き た い の で は な い の よ 。 全 国 な ん て ど う

で も い い の 。 だ っ て そ う で し ょ 、 う ま い 合

唱 を 聴 き た い の な ら 、 プ ロ の コ ン サ ー ト に

行 け ば い い だ け だ も の 。 こ こ に 来 た い の は 、

自 分 の 可 能 性 を 信 じ て 、 ひ た む き に 頑 張 っ

て く れ る 後 輩 達 に あ え る か ら な の よ 。 」 お ば

さ ん の 目 に は 、 う っ す ら 涙 が 浮 か ん で い た 。 

「 少 し で も 理 想 の 歌 声 に 近 づ こ う と 、 お 互

い が 励 ま し 合 い な が ら 歌 っ て た 、 あ の 頃 の

自 分 達 を 思 い 出 す の よ 。 何 年 た っ て も Ｎ 中

に は 、 あ の 合 唱 が 生 き て い る 。 Ｎ 中 は 昔 と

変 わ ら ず 、 合 唱 を 頑 張 っ て く れ る っ て こ と

が 、 う れ し い だ け な の 。 」 わ た し は 、 そ の 言

葉 に ハ ッ と し た 。  

 

入 部 届 締 切 日 を 明 日 に 控 え た 夜 。 わ た し

は 、 自 分 の 気 持 ち を 整 理 し て み た 。 レ ギ ュ

ラ ー の こ と 、 エ ミ カ の こ と 、 ミ サ キ 先 輩 の

こ と 、 隣 の お ば さ ん の こ と 。 そ し て 、 い よ

い よ 当 日 の 朝 を 迎 え た 。  

「 決 め た よ 、 お 母 さ ん 。 わ た し ね ・ ・ ・ 」 

 

 

          （ 生 徒 作 文 よ り 抜 粋 ） 


